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 (a)安 定剤を含む過酸化水素を用ひた場合  反慮管の温度と分解率との關係を圖示すれば
第一圖の如 くで ある・200～250。Cに て分禦…率の極大が現はれた.初 濃度の大なる程勘Jち共存
する水蒸氣量の小なる程分解牽が大で ある.
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(b)精 製過酸化水素を用ひた場合  第二圖の如 く,反 慮温度高き程分解墾大 となる.叉H2
02初 濃度高 き程分解率小 とな り,即 ち水の蒸氣は分解促進に働 くらしV・・H20,濃 度3,30,
80%に よる分解牽の比は略2:1.5:1で ある.
 尚,(a)の 結果は氣化室内に溜 るH,SO,に よる蒸稜困難のため液相 分解による誤差が入
つてゐる.氣 相分解 としては(b)の 結果が正確である.帥 ちH2SO,が 氣化に際して非常に
悪V・結果 をもた らす・叉H202蒸 氣 を導管中に流す揚合その分解がH20,濃 度大なる程かへ
つて少い事及び150。C迄 は室温に比べて大差なib事 は實際上の減歴問題に關係 し注目すべき
で ある.
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 爽熱反慮を行はしめてゐる反慮管の外部より恒温の油,其他の流艦によつて反慮管内に獲生
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した反態熱 を取去 る揚合,反 慮管 の内部 の温度分 布は どうな るか,又 温 度分布 と流 速 との關 係
、は どうな るか 等は理 論的 に も實験室的に も又工業 的に も重 要な問 題で あるに拘 らす この問題 の
正確 な る論議 は未 だな されて ゐないや うで あるので薮 に取扱 つた わ けで ある.
 1.反 慮属 が有限に ある揚 合
細かい粒1伏鰯媒 をな る長 さに一 様 に充工眞した 反癒 管(穫R)を 考 へ管外 の冷却流 慌 の温度 を θ。,
鯛媒屏 の温 度 を θ1,鯛媒 暦 よ り前部 の管 内温 度を θII,鯛 媒暦 よ り後部 の温 度 を θlll,夫 々の部
分 に於 け る反慮流膿 の熱傳 導率 をKi, KII, KIII,比 熱 をCpl, CpII, Cplll,密 度 を ρ1,ρ11,ρIII,
察管 と しての流速 をVI, VII, V、1、,外部 の冷却流膿へ の熱貫流 係敬 を UI, UII, U…,反 慮熱 を
f,反 慮 速度 をqと し,第1圖 の如 く管長方 向に流 動方 向 を正とす る1軸 をと り管 径方 向にr
軸 をと ると次 の微分 方程式 が成立 す る.
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で ある・我々は(1)～(10)を 解いてその完全解を興へたが,得 られた温度分布式が極 めて複
雑で色々の論議に不便で あるので次に↑無限の反慮/げの揚合 を考へた,
 皿.反 慮屏が孚無限で ある揚合.
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第2圖 の如 き孚無限の反慮暦 を考へ,入 ロの温度は常に一定温度 θ・に保たれてゐるものとす
ると次の微分方程式が成立する.
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とお く,(11)～(13)を 解けば
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    biは  bJo'(b)十hJo(b)=o の第i番 目の根,
    αiは  α2一γα一・bi2==O   の負根,
J。は零次 のBessel函 敷で ある.
反鷹 管 の中心温度(θzと す る)は(15)よ り直 ちに得 られ,
                                  の
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θz(x)とxと の關係 圖の一例 を圖示すれば第3圖 のや うで ある・
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 次 に(16)ノ 式 の中の諸 恒数 に實験値 を入 れて種 々なるvの ときの(θz)maxの 値 の攣 化 を
求 め ると第4圖 のや うに(θz)maxは 或vの 値 まで は略 直線 的に増加 す るが以後 は殆 ん ど一定
にな る。 この曲率 の非 常に小 なる黒占vcritは, R, q,〔A〕 。, k, K, Cp,ρ, Uの 函数 で あ るが,
之等 の諸 恒数 の値 とvcritと の問 の關係 を實駒 をぜ すに計算 のみで知 る ことが 出來 れば,反 慮
管 の温度 調節上極 めて便利で あることは 明かで ある.之 に關 して或簡 軍化 の爲 の工夫 の下 にそ
の方法 を述べた.(細 部 省略)
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        焼 成 中 に 於 け る磁 鄭 鐡 板 の 酸 素 吸 牧 に 就 て
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 施紬 した軟鋼板を櫨の中に入れるとガラス粒子が軟化 し鐵表面を蔽つた後 も室中の酸素はガ
ラス融液の薄暦を通つて鐡表面に達 し鐡 を酸化する・この酸素の侵入速度が熱成中どの様に攣
るか を測定する事は軟鋼と粕の融着が完成する迄の経過 を知る上に極 めて必要で あると考へた
ので この研究を行つた.
 測 定 方 法:施 紬 した軟鋼 片を石英管に入れ,管 の中に1/5氣 腿 の酸素を充填 した後,
電氣燵中で900。Cに 加熱する・ 軟鋼 片によつて吸牧 されただけの酸素を石英管に連結 したマ
ノメーターを見ながら絶へす補充する・補充鼠と焼成時間の關係 より酸素吸牧速度を求める・
 結 果 及 び 考察:(1)ガ ラス粒予が熔 ける前に酸素は自ili ic粒子の間 を通 り抜けて鐵表面
に酸化鐵暦をつ くる.ガ ラスが熔けて鐡 表面 を蔽つて もこの酸化鐡 暦がガラスと鐵の間にある
間は酸素の吸牧は始まらない.酸 化鐡暦がガラス融液 中に溶解沿失 した後に(li三しく云へば少
くとも1μ 以下の厚さになつた後に)酸 素の吸牧が始 ま り可成 り長い間吸牧速度は1定 に保た
れる・ガラス中の酸化鐵の濃度が飽和黙に近 くなるとその速度は減する・所謂焼成最適時間と
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